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キリスト・イエスにある命の約束に従って、神の御心により、キリスト・イエスの使徒

とされたパウロから、愛する子テモテへ。父なる神と私たちの主キリスト・イエスから、

恵みと憐れみと平和がありますように。私は、夜も昼も祈りの中で絶えずあなたのことを

思い起こし、清い良心をもって先祖以来仕えている神に感謝しています。私は、あなたの

涙が忘れられず、あなたに会って、喜びに満たされたいと願っています。また、あなたが

抱いている偽りのない信仰を思い起こしています。その信仰は、まずあなたの祖母ロイス

と母エウニケに宿りましたが、それがあなたにも宿っていると、私は確信しています。こ

ういうわけで、私はあなたに注意したいのです。私が手を置いたことによってあなたに与

えられた神の賜物を、再び燃え立たせなさい。神が私たちに与えてくだったのは、臆病の

霊ではなく、力と愛と思慮の霊だからです。ですから、私たちの主を証しすることや、私

が主の囚人であることを恥じてはなりません。むしろ、神の力に支えられて、福音のため

に、苦しみを共にしてください。（Ⅱテモテ 1:1 ～ 8 ） 

 

Ⅱテモテの著者は、「キリスト・イエスにある命の約束に従って、神の御心により、キ

リスト・イエスの使徒とされたパウロ」と記され、Ⅰテモテの著者と同じである。自分を

紹介する言葉を「命の約束に従って」と書き、本文においても「命の約束」が強調されて

いる。宛先は「愛する子テモテ」で、殉教死を見据えたパウロから  愛弟子テモテへ「遺

言」のような手紙として書かれている。名を借りたパウロと宛先のテモテは共に、書かれ

た時期には、既に世を去っている。祝福の言葉は、「父なる神と私たちの主キリスト・イ

エスからの恵みと憐れみと平和がありますように」と、Ⅰテモテと同じである。著者は、

夜も昼も祈りの中でテモテを思い起こし、清い良心をもって先祖たちも仕えている神に、

感謝していると言う。そして、あなたの涙を忘れることができず、ぜひ会って、喜びで満

たされたいと願っている。「あなたの涙」がどのような涙であったかのは分からないが、

師弟の関係の二人の間は深い信頼があったことは確かである。テモテの純真な信仰を思い

起こし、「その信仰は、まずあなたの祖母ロイスと母エウニケに宿りましたが、それがあ

なたにも宿っていると、わたしは確信しています」と書いている。祖母と母はユダヤ人で

あったが、キリスト教に改宗し、熱心な信仰生活をしていた。母エウニケはギリシア人と

結婚していた。著者は、テモテの祖母と母の純真な信仰を継承したテモテを見込んだパウ

ロが、宣教旅行に同伴させ、愛弟子にしたのを知っている。パウロがテモテに手を置き、

伝道者として「按手」した時に、与えられた賜物を再び燃え立たせるように勧めている。

按手は聖霊による伝道者の使命への呼び出しのため頭に手を置き、祈ることである。「神

が私たちに与えてくださったのは、臆病の霊ではなく、力と愛と思慮の霊だからです。で

すから、私たちの主を証しすることや、私が主の囚人であることを恥じてはなりません 。」

パウロは、ローマ書 1 章 16節で、「私は福音を恥としません」と書いている。キリストの

十字架と復活の福音は、ある者たちからは恥、つまずきと見なされ、キリストを信じる者

は迫害を受け、投獄されていた。しかし、神は力と愛と思慮の霊を私たちにくださったの

である。何も恐れず、主イエスを証しし、主イエスの囚人であることを恥じずに、福音宣

教に励むように勧めている。そして、「神の力に支えられて、福音のために、苦しみを共

にしてください」と言う。宣教は一人ではできない、労苦を分かち合うことによって前進

する。それを、神の力が支えてくださるのである。 


